
“グリーン・ナレッジ・イニシアティブ”（緑の『知』結集計画）

～～『『人材力人材力』』とと『『知力知力』』を結集し、を結集し、““グリーン・イノベーションによる成長と資源確保の推進グリーン・イノベーションによる成長と資源確保の推進””を加速する～を加速する～

○温室効果ガスを削減する革新的技術開発の

加速（４５億円）
＝「先端的低炭素化技術開発事業」

温室効果ガスの抜本的削減のため、従来技術の延長線上にない
新原理等に基づく革新技術の研究開発を、新たな研究管理シス
テムの下、最長１０年間、

 

集中的に支援（＝総合科学技術会議
「科学･技術重要施策ｱｸｼｮﾝ･ﾌﾟﾗﾝ」施策パッケージの主要施策）

平成２３年度要望額

１３０億円

グリーン・イノベーションを実現するためのグリーン・イノベーションを実現するための

 

大学の総合力の活用と大学の総合力の活用と

 

投資効果の高い研究開発の実施投資効果の高い研究開発の実施

経済効果：約１万人の大学研究者の｢知｣を活用（＝約1,000億円/年の投資相当）と100兆円規模(2030年)の世界市場へ！

○エコ社会形成のための社会シナリオ
研究の推進（５億円）
＝「低炭素社会実現のための社会ｼﾅﾘｵ研究」

持続可能で活力ある低炭素社会の実現に向けた
社会システム改革や研究開発の方向性を提示する。
その一環として農水省と連携し、ﾊﾞｲｵﾏｽﾀｳﾝ再生の
ための支援を実施する。

大学発グリーン・イノベーション創出事業大学発グリーン・イノベーション創出事業（５０億円）（５０億円）
大学のソフトパワーをフル活用！

 

全国192大学の約400ｾﾝﾀｰ･研究所（ｸﾞﾘｰﾝ･ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ関連）の｢知｣を結集！

革新技術の創出・技術競争力強化革新技術の創出・技術競争力強化新技術の実証・エコ社会形成新技術の実証・エコ社会形成 世界最高技術の国際展開世界最高技術の国際展開

最先端技術による海洋資源の確保最先端技術による海洋資源の確保

我が国のEEZに存在している豊富な海洋鉱物資源の分布や賦存量等を把握するため、小型の無人探査機や
資源の掘削技術を開発・整備するとともに、戦略的探査手法の研究開発を実施し、新成長戦略工程表の海洋資源開発を推進。

○海洋資源探査システムの実証（３０億円）

AUV（無人潜水探査機）

経済効果：１８０兆円相当の海洋資源が存在する見込み

「環境・エネルギー
大国」実現のための

１ ２

「緑の知の拠点」事業
～大学ｷｬﾝﾊﾟｽにおける新技術の総合実証～

環境モデル都市等において、大学ｷｬﾝﾊﾟｽを活用し

 
た総合的な環境ｴﾈﾙｷﾞｰの新技術・新システムの実

 
証を実施し、実用化や社会への導入の加速を図る

 
とともに、持続可能な教育・研究の基盤を構築する。

 
(資源エネルギー庁との協働事業)

｢ｸﾞﾘｰﾝ･ﾈｯﾄﾜｰｸ･ｵﾌﾞ･ｴｸｾﾚﾝｽ｣(GRENE)事業

～大学ネットワーク構築による国際競争力の強化～

重要分野毎に大学等のﾈｯﾄﾜｰｸを構築し、組織横断的な教育・研

 
究活動や施設・設備の共同利用、産学連携ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの構築等

 
を推進し、優れた専門人材や研究成果を生み出す。（①ｴﾈﾙｷﾞｰ

 
変換科学，②植物科学，③ｴﾈﾙｷﾞｰ情報，④ＩＴＳ，⑤環境情報，

 
⑥北極，⑦水資源，⑧先進環境材料）

「緑の絆」事業

～日本発｢技術･人材｣の世界展開～

母国で活躍する留学生ＯＢ等のﾈｯ

 
ﾄﾜｰｸを活用し、ｱｼﾞｱ･ｱﾌﾘｶ等の途

 
上国に対して、産学連携で環境ｴﾈ

 
ﾙｷﾞｰ分野の「技術と人材｣のﾊﾟｯｹｰ

 
ｼの展開を図る。
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